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（特非）　日本オランウータン・リサーチセンター

マレーシア・ダナムバレイ保護区における
オランウータンの長期調査を基盤とした、
普及啓発と観光復興支援

 マレーシア活動地域

生息密度調査の回数 12 か月 

ホームページ閲覧数 10,992 回

今年度計画の達成度 80 ％

全体計画の達成度 80 ％
活動内容と成果
海外活動では、研究者らがダナムバレイへ渡航、現地
スタッフらと合流し、オランウータンの調査を再開
した。オランウータンの生息密度と果実量の調査を
毎月行い、個体数や食物資源に大幅な変化がないこ
とを確認した。また、観光客に保全を訴えるポスター
を保護区内に貼った。
その他、ホームページ、SNS、ニュースレター、パン
フレット、YouTube動画配信を行い、オランウータ
ンの情報提供を行った。また、オンライン講演会バー
チャル動物園ツアーを2回、対面式の講演会を1回
行った。課　題

ダナムバレイ地域に生息するオランウータンが、長
期生存可能な個体群として維持する。

目　標
地元の関連組織からの理解と協力を得ながら、ダナ
ムバレイ地域に生息するオランウータンの生息密度
を調べるモニタリング調査を毎月行う。
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観察対象のオランウータン（Khai オス 20歳）観察対象のオランウータン（Khai オス 20歳）

オランウータンを観察するオランウータンを観察する
研究者たち研究者たち

ダナムバレイでは、外国人の渡航制限によってエコツアー事業が大きなダメージ
を受けた。観光業は回復し始めたが、もう数年の復興支援が必要だろう。今後もオ
ランウータンの調査と平行して、現地の観光業を支援する。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
2022年度内に発生した円安や物価
高により、海外活動の予算が事業計
画の予算以上に高くなり、予算不足
になった。

■工夫した点
予算不足は、広報活動を制限し、調
査活動にあたる現地スタッフへの賃
金は物価高に合わせて値上げする等
優先順位をつけた。
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